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商工観光課商工観光係（☎35-0936）、社会教育課文化振興係（☎73-1137）問い合わせ

今年の大河ドラマ「どうする家康」では、戦国武将徳川家康が、戦国の動乱の中
でさまざまな決断を迫られる姿が描かれ大きな話題となっています。また、家康
が静岡県と縁が深いことから、劇中に県内のゆかりの地が数多く登場し、注目
を集めています。実は市内にも、家康ゆかりの地があることをご存じですか。今
回の特集では、市内に残る家康公ゆかりの地を紹介します。

菊川市内の徳川家康公ゆかりの地
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上
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す
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連
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岡
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史
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史
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▲蓮池公園で開催されたおひざもと市。飲食や雑貨のお店が並び、チャンバラや書道のパフォーマンスが会場を盛り上げた。

▲おひざもと市で販売された獅子ヶ鼻砦跡の御城印。
　観光協会の窓口でも購入できます。
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